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1 はじめに

近年映像の高品質化が進み，そのアプローチとして空間・
時間解像度の向上や色階調数の向上などがある．
本稿では時間解像度に注目し，駒落としによる低いフレー
ムレートで符号化された動画像を復号処理時に駒落とし前
のフレームレートに戻すことを目的とし，ビットストリー
ム中の動きベクトル（以下MVと呼ぶ）情報を利用した補
間方式に注目する [1]．特にMVの偏りに起因して補間画
素値が与えられない領域（ギャップ領域）を空間予測によ
り埋め合わせることにより補間フレームを生成する方式に
ついて述べる．
2 フレーム補間

一般的な補間フレームの生成方法としては図 1のような
方法がある．まず，参照フレームを一様なサイズのブロッ
クに分割してブロックマッチング法により動き推定を行う．
P1，P2が符号化済みフレームで，P1，P2を用いて Ptを生
成する．f1(x, y)，f2(x, y)，ft(x, y)を各フレーム内の位置
(x, y)における画素値，MV = (dx, dy)としたとき，

f1(x + dx, y + dy) = f2(x, y)　 (1)

が成立し，フレーム間では等速直線運動を仮定すると

ft(x +
1
2
dx, y +

1
2
dy) = f2(x, y)　 (2)

が成立する．式 (2)に従ってフレーム P2の画素値 f2を補
間フレームの画素値とする．
本手法はMVが実際の動きに追従していれば動き補償方

式に関わらず対応できる．しかし，本手法では補間フレー
ムにMVが一度も通過しない画素領域（ギャップ領域）の
発生による誤補間という問題がある．
3 提案方式

3.1 概要

提案方式の主な処理フローを以下に示す．
Step1. 符号化時のMVを用いて 2節に示した手法により
補間画像生成

Step2. ギャップ領域を検知し，そのうち前後フレームに
大きな輝度変化が見られない部分は前後フレームの画
素の平均値を補間画素値とする

Step3. それでも埋まらない部分は既に値が与えられてい
る周辺の画素から予測し画素値を定める
以下に Step2，Step3の詳細を述べる．
3.2 詳細

Step2 では補間フレームの前後フレーム P1，P2 におけ
る補間フレームのギャップ位置 (x, y) と同位置の画素値
f1(x, y)，f2(x, y)の関係が閾値 T を用いて，式 (3)を満た
せば位置 (x, y)では輝度変化が小さいと判断し補間フレー
ムのギャップ画素値 ft(x, y)を式 (4)から求める．

f1(x, y)− f2(x, y) < T 　 (3)

図 1 フレーム補間の原理

ft(x, y) =
f1(x, y) + f2(x, y)

2
　 (4)

Step3では H.264/AVCのイントラ予測と同様の空間予
測手法を適用してギャップ画素を予測する．その手順を図
2を用いて説明する．
1. ギャップ画素が右下へ位置するように予測ブロックBを
定める

2. ブロック Bの上 8画素 (p0～p7)と左 4画素 (p8～p11)，
左上画素 (p12)を予測参照画素と定める

3. H.264/AVCイントラ予測手法により p0～p12から予測
ブロック Pi を求める

4. Piの中からBとの差分絶対値和（SAD）が最小となる
ブロック Pbest を求める

5. Pbest の画素の相関関係から補間画素値を定める
4 提案方式による実験結果・考察

提案方式による補間結果を図 3に示す．フレームレート
が 30[fps]の映像を 15[fps]に駒落とししたものを用い，補
間に必要なMVはH.264/AVCの参照ソフトウェアにより
符号化した際に得られたものを用いた．MV検出条件は，
8 × 8ブロック単位の順方向（参照フレーム数 1）とした．
提案方式により前フレームの同位置の画素値を補間画素値
としたものに比べ画質の改善が見られた．
5 まとめ

本稿では符号化時に得られたMVを用いたフレーム補間
の画質改善を目的としてその中でも誤補間の原因のひとつ
であるギャップの発生に注目し，符号化時の制約がかから
ないようなフレーム補間アルゴリズムおよびギャップ処理
方式を提案した．
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図 2 提案方式

図 3 補間結果（Paris No.31）
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